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敦賀市庁舎建設候補地アンケート調査 結果 

（東浦公民館 ５月９日（火）説明会分） 

 

１ 基礎情報 

 ⑴ 出席者数 １６名（男１４名 女２名） 

⑵ 回答総数 １２名 

 

 ⑶ 年代 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑷ 男女の別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40歳代 

8% 50歳代 

8% 

60歳代 

67% 

70歳代 

17% 

男 

92% 

女 

8% 
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 ⑸ お住まいの地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

西 

9% 

東郷 

8% 

粟野 

8% 

東浦 

75% 



3 

 

２ 各候補地の数値評価 

 候補地である「Ａ：現所在地」、「Ｂ：プラザ萬象敷地」について、「利便性」、

「発展性」、「安全性」、「経済性」、「継続性」の各視点について５（高い）～１

（低い）の５段階評価をいただきました。 

 

平均評価点数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「Ａ：現所在地」、「Ｂ：プラザ萬象敷地」のほかに新たな候補地を挙げられ

た方はいませんでした。 

 

 

 

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0
利便性 

発展性 

安全性 経済性 

継続性 

Ａ：現所在地 

Ｂ：プラザ萬象敷地 
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３ 重視項目 

 「利便性」「発展性」「安全性」「経済性」「継続性」のうち、一番重要視する

項目を一つ選んでいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 総合評価 

 総合的に判断して、適当と思う候補地を選んでいただきました。 

 

 

 

 

A：現所在地 

36% 
B：プラザ萬

象敷地 

64% 

利便性 

40% 

発展性 

30% 

経済性 

20% 

継続性 

10% 
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５ 自由意見 

 

・現庁舎は昭和４９年からあるが、中心市街地活性化のため、思いきって変え

た方がよいと思う。 

・市役所を利用するのはあくまでの市民ですので、敦賀市の中央に位置する今

ある場所で良いと思っています。 

・国の財政措置を有効に活用と願います。 

・フラットな考えに立てば、市の人口の１／３が住む粟野地区に候補地として

考えても良いのでは…。現地での建設が一番良いと思います。現庁舎近辺の

経済損失が大き過ぎる。 

・プラザ萬象の方が老人にやさしい。道路の整備がいると思う。 

・市庁舎移転に付いてはいろいろな問題が出るが、現在の場所で特に問題が無

ければ、現在地が一番無難である。 

・プラザ萬象案で第２萬象を建てないで進めてほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※すべての項目に回答されていない方がおられることから、回答総数と各項目

の回答数が一致しないことがあります。 


